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1　は　じ　め　に

低コスト人工飼料を用いた1－4齢の人工飼料青につい

ては，広食性壷品種の育成や低コスト人工飼料の実用化な

どにより，近年では各県の試験場などで農家における実証

試験が行われるなど，普及に向けた取り組みがなされてき

ている。

特に先進国型養蚕創出事業におけるモデル農家では，年

8回以上の超多回青で大規模飼育を行う必要があるために，

現在でも1～3齢期間においては作業の省力化が図りやす

い人工飼料酉を行っているところがほとんどであるが，逆

に4齢以降の人工飼料青に関して普及例はほとんどみられ

ないのが実状である。

その最大の理由としてあげられるのが生産費に占める人

工飼料コストの高さであることから∴筆者らは現在市販さ

れている低コストタイプの人工飼料である簡易調製飼料を

ベースとした安価な家畜用素材を混入した4齢用の人工飼

料を試作し，その実用性について検討を行った。

2　試　験　方　法

（‖　飼料に用いる家畜用素材の選定

低コスト飼料に用いる混入素材を選定するため，柳川ら

（1989）の手法■’を参考に，家畜用飼料素材及び農業副産

物の中から数種規の素材について，市販の簡易調製（湯練

り）飼料粉末と一定割合で混入させた飼料を作成した。こ

れを広食性姦品種「はばたき」の4齢蚕に食下させ，発育

結果から，混入素材としての適性を比較検討した。

（2）低コスト飼料の試作と飼育試験

上記の試験により選定された素材を組みあわせた飼料を

数種類作成し，上記試験と同様に姦児の飼育を行い，人⊥

飼料としての適性について検討を行った。なお∴飼育試験

は1996年の晩秋蚕期に空調蚕室において，広食性益である

「はばたき」を4齢起壷で200頑ずつ用い，棒状による齢中

2回給餌で飼育を行った。また．5齢以降は普通蚕室にお

ける桑薫育として姦児を飼い上げ，化蠣歩合や切り繭調査

などを行い，対照の簡易調製飼料との比較を行った。

3　試験結果及び考察

（1）飼料に用いる家畜用素材の選定

供試した各素材の混入割合に対する姦児の発育結果を図

1，図2に示した。これは対照となる簡易調製飼料で飼育

した際の値を100とした指数で示したものであるが－　どの

試験区とも対照よりも優れた結果のものはなかった。また，

各素材とも混入割合の増加に比例して飼育結果が悪くなる

傾向がみられたが，その理由としては単一の飼料を多く混

入することにより，飼料中の栄養バランスの飼れがおこっ

たことが大きな原因と考えられる。そのため，今回の試験

では対照と比較して指数が90以上をクリアした素材である

屑米粉末，ナタネ柏．大豆相，トウモロコシ粉末を，混入

用素材として選定した。
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図1　素材の混入割合と4眠姦体重（指数：対照＝100）
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図2　素材の混入割合と5齢起蚕率（指数：対照＝100）
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（2）低コスト飼料の試作と飼育試験

上記試験で選定された4つの素材を線形計画法により組

み合わせた混合飼料を数種類作成した。まず，素材の配合

割合をタンパク含有量を22－24％の範囲に保ち，基本栄養

素であるアミノ酸組成を蚕の成育に必要とされる栄養要求

量に達するように設計した。同時にベースとなる基本飼料

についても通常用いられる飼料に加え．さらに安価な飼料

である5齢用場練り飼料を用いることで，さらなるコスト

ダウンを図った。この結果，これら試作のコストは対照の

簡易調製飼料と比較していずれも7割前後と試算され，3

割程度のコストダウンが図られた。

表1　混合飼料の素材配合割合　　　　　　　（％）

素材配合割合　　混合1　　混合2　　　混合3
湯練り飼料　　　50．0　　　　50．0　　　　50．0
5齢用湯練り
屑　米　粉　末

ナ　タ　ネ　柏

大　豆　柏

トウモロコシ

20．0　　　　20．0　　　　30．0

10．0

8．0　　　　　5．0

8．0　　　　　9．2

4．0　　　　15．8
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次にこれらの試作飼料を用い実際に垂の飼育を行ったと

ころ，対照と比べ4眠垂の体重が軽く，飼育期間もやや延

長する傾向を示したが，化嫡歩合や繭垂等は屑米粉末を用

いた混合1飼料をのぞき，おおむね対照と同等の成績が得

られた。

表2　飼育成績（1996年晩秋姦期）

しかし，これらの飼料には造形剤がほとんど含まれてい

ないので対照よりもきわめて柔らかく，このため給餌作業

が大変困難であった。この際に，成型した飼料の硬度を果

実硬度計（富士平工業株式会製FTOll）で測定したとこ

ろ，0．85kg／C虚以下の値を示し，この状態では実際の現場

で用いられている給餌機などに対応させることは困難であ

ると思われた。

そのため，今後はこれらの飼料に造形剤を混入するなど

の飼料物理性の改善策などの検討が残された。

4　ま　と　め

人工飼料のコストを削減するため，現在市販されている

簡易調製（湯練り）飼料粉末をベースに安価な家畜用素材

を混入した4齢用人工飼料の試作を行った。その結果，飼

育成績では対照とほとんど遜色が無く，飼料コストは従来

より3割程度安い4齢用の人工飼料を試作することができ

た。

しかし，試作した飼料は物理性に関して硬度が小さい問

題が残り，給餌作業が困難であったことから．今後は造形

剤を混入するなどの改善策が必要である。
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4眠姦　4齢餉食114時間後の起姦率　化蛸　1万頑　　繭童　　顔層　供試飼料における
試験区　　　体重　　起義　　眼姦　　夫就眠　　歩合　　収繭員　　　　　　歩合　　硬度　　価格

（g／100頭）（％）　（％）　（％）　（％）　（kg）　（g）　（％）（kg／cm）（対照比）
混　　合　1

混　　合　　2

混　　合　　3

5　齢湯練　り
対照（湯練り）

108．9　　　47．0

108．9　　　79．0

108．1　　87．0

108．7　　　90．0

112．1　100，0

32．5　　　20．5　　　93．0　　16．7　　1．89

20．0　　　1．0　　　96．5　　17．6　　1．96

10．5　　　2．5　　　95．5　　17．7　　1．85

10．0　　　0．0　　　95．0　　17．8　　1．92

0．0　　　0．0　　　96．0　　17．5　　1．87

23．1　　0．00　　　66．4

23．0　　　0．73　　　67．1

23．0　　　0．55　　　73．7

23．9　　　0．85　　　71．4

23．0　　1．08　　100．0
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